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１ 策定の趣旨 

この計画は、第３期米沢市教育・文化計画が終期を迎えることに伴い、これまでの施

策の成果や教育を取り巻く社会変化等の状況と課題等を踏まえながら、本市の将来を担

う人づくりを行うため、教育行政の指針となる基本理念や基本方針を明らかにするとと

もに、この理念や方針に基づいた施策を取りまとめるため策定するものです。 

 

２ 計画の位置付け 

  この計画は、教育基本法第 17条第２項に規定する「地方公共団体における教育の振興

のための施策に関する基本的な計画」として位置付けるとともに、本市の最上位計画で

ある「米沢市まちづくり総合計画」との整合を図り、教育分野の上位計画として位置付

けます。 

 

３ 計画の期間 

  令和３年度から令和７年度までの５年間とします。 

 

４ 教育を取り巻く状況 

 （１）人口減少と少子高齢化  

（２）価値観や生活様式の多様化  

 （３）技術革新による社会変化 

（４）グローバル化の進展と SDGs  

 （５）新型コロナウィルス感染症等の影響と「学びの保障」 

 （６）中高一貫教育校の開校と高校の再編 

 

 

【概要版】  米沢市教育振興基本計画 
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基本目標 施 策 施策の方向 
Ｋ Ｐ Ｉ 

項 目 指標値（R7） 

１ 

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
く
力
を
持
つ
子
ど
も
の
育
成 

１ 自ら学び考え行動

できる力を育む学

校教育の充実 

 学ぶことに興味や関心を持ち、学びを自己のキャリア形成とともに人

生や社会で活かすことができる子どもの育成や、グローバル化や高度情

報化が進む新しい時代に必要とされる能力の育成を目指します。また、

共生社会の一員として他者への思いやりや相互理解力を育むとともに、

様々な困難を抱える子ども達一人ひとりを支援する取組を推進します。 

自己のキャリアについて前向きに考えている子どもの割合 小学校 88％、中学校 80％ 

思いやりの気持ちを行動に移そうと考えている子どもの割合 小学校 89％、中学校 88％ 

読書を好む子どもの割合 小学校 80％、中学校 75％ 

全国体力・運動能力調査において、本市の平均が全国の平均 

を上回った調査項目の割合 
小学校、中学校共に 100％ 

２ 学びを支える教育

環境の充実 

 安心・安全で質の高い米沢品質の教育環境を確保するため、学校の施

設の整備や先端技術の活用に向けた ICT 環境の整備等を進めるととも

に、望ましい学校規模の実現に向けた取組を推進します。 

複式学級（２つの学年で構成される学級）数 0学級 

学校給食における置賜産農産物共同購入対象品目 15品目 

授業に ICTを活用して指導することができる教員の割合 100％ 

３ 連携を活かした教

育の充実 

 未来を担う子ども達の育成を図るため、学校・地域・関係機関がパー

トナーとして連携・協働し、地域全体で郷土を愛する子どもたちの育成

と成長を支える取組を進めます。自然災害、交通事故、犯罪などの多様

な危険に備え、地域住民や関係機関等と連携しながら、子どもを守るた

めの取組を進めるとともに、学校における安全対策の徹底に取り組みま

す。 

自己肯定感（自分には良いところがあるか）を感じている  

子どもの割合 
小学校 90％、中学校 83％ 

地域学校協働活動推進事業の地域学校協働本部設置校 4校 

市内大学等の高等教育機関と連携した事業数 25回 

２ 

生
涯
学
び
、
学
び
を
活
か
し
て
元
気
に
活
躍
す
る
人
づ
く
り 

１ 生涯にわたる多様

な学習機会の創出 

 生涯の各期において、高等教育機関等の地域資源を活用しながら、個

人、地域、社会のニーズに沿った質の高い多様な学習機会を提供します。

また、いつでもどこでも誰でも自主的に学び、豊かな交流ができるよう

に学びの場所や環境を整備し、活力ある地域づくりを推進します。 

図書貸出冊数 463,000冊 

市民おしょうしなカレッジ参加者の満足度 98％ 

高等教育機関開放講座受講者数（学生を除く） 1,300人 

コミュニティセンターの利用者数 330,000人 

２ 学びを活かせる機

会の拡充 

 学びの成果を発揮できる機会や場所の創出と、市民が学びの成果を活

かして学校や地域と主体的に関わり活躍できる仕組みづくりに取り組

むことにより、市民のさらなる学びやつながりを喚起して地域コミュニ

ティの活性化を図ります。 

鷹山大学企画講座・市民おしょうしなカレッジでの新規市民講

師の人数（H30からの増加人数） 
8人 

コミュニティセンターの地区文化祭における参加団体数 540団体 

３ 地域社会の担い手

の育成 

 コミュニティセンターの運営や講座、組織づくり等を支援するととも

に、地域が必要とする人材の養成や地域の活性化につながる事業を推進

します。また、次代を担う青少年の地域貢献活動への参加促進やリーダ

ーの育成を図ります。 

米沢市まちづくり出前講座の開催回数（市民の要請を受けて開

催） 
110回 

生涯学習ボランティアマナビストの新規認定者数（H30 からの

増加人数） 
10人 

４ 青少年教育・家庭 

教育の推進 

 親子のふれあいや、家庭・学校・地域の連携を推進し、家庭と地域の

教育力を高めて子どもたちの健やかな成長を支えます。また、小中高校

生を対象に、様々な体験活動やキャリア教育を推進するとともに、これ

からの時代に必要とされる能力の育成を支援します。 

幼稚園・保育園・小中学校保護者対象の家庭教育講座の開催回

数 
35回 

親子でふれあい体験する事業の開催回数（中央公民館・児童会

館・各コミセン事業の総計） 
30回 

青少年を対象とした学習事業への参加延べ人数（中央公民館・

児童会館・よねざわ昆虫館・各コミセン事業の総計） 
13,000人 

３ 

多
様
な
文
化
芸
術
と
歴
史
・ 

文
化
が
息
づ
き
、豊
か
な
心

を
育
む
地
域
づ
く
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１ 文化芸術に親しむ

機会の充実 

 市民の文化芸術に触れる機会の拡充と自主的な文化芸術活動を促進

するとともに、芸術創作活動拠点を核とした新たな芸術活動による地域

活性化と交流を創出します。 

市民芸術祭への参加数 65団体・個人 

文化施設利用件数（置賜文化ホール、市民文化会館、座の文化

伝承館、市民ギャラリー） 
1,800件 

２ 地域の伝統文化や

文化財の保存・継承

と活用 

 上杉家ゆかりの貴重な文化財を保存・活用するとともに、地域の伝統

文化の継承を促し、これらの歴史・文化的資源を身近に感じられる機会

を提供することで、市民の郷土愛の醸成と地域の活性化を図ります。 
市指定文化財件数 63件 

４ 

ス
ポ
ー
ツ
で
楽
し
く
元
気
な
人
づ
く
り 

１ スポーツ参画人口

の拡大とスポーツ

環境の充実 

「1 市民 1 スポーツ」を実現するため、気軽に楽しめるスポーツ活動

や「観る・支える」スポーツの機会を提供するとともに、スポーツ施設

の適正な管理と利便性の向上に努めます。 

スポーツイベント参加者数 3,000人 

スポーツイベントボランティア参加者数 1,000人 

総合型地域スポーツクラブ数 5クラブ 

スポーツ少年団加入率（小学生) 30％ 

スポーツ施設利用状況 400,000人 

２ スポーツを通じた

共生社会の実現と

地域活力の向上 

 誰もが参加できるスポーツを通じて共生社会を実現し、健康長寿

を推進するとともに、交流人口を拡充し、地域の活力を向上します。 
全国障がい者スポーツ大会参加者数 10人 

合宿誘致延べ参加人数 1,100人 

３ 競技力の向上と地

域スポーツの推進 

競技団体の活動を活性化し、競技力の向上を図るとともに、地域ス

ポーツを推進します。 全国大会等参加者数（国体・全国及び国際大会) 100人 

４ スポーツ推進体制

の整備 

関係団体と連携し、市民のスポーツへの取組を促進するとともに、

財源の確保に努め、評価検証を行いながら、スポーツ施策を推進し

ていきます。 

スポーツ実施率 (成人週１回以上) 42％ 

１ 新たな時代にマッ
チした思いやりを
持った「がってしな
い子ども」の育成 

「
教
育
の
米
沢
品
質
」
を
共
に
創
り
上
げ
、
持
続
可
能
な
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
づ
く
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３ 生涯学び、学びを
活かして元気に活
躍する人づくり 

４ 家庭・地域の教育
力の向上と郷土愛
を持った人づくり 

基本方針 

２ 自ら学び考え行動
し、これからの時代
を生き抜く力の育
成 

５ 施策体系 

基本理念 


